
本号は通信用計測器の特集号となった。まえがきにもある

ように，これからの通信のキーワードはマルチメディア通信。

インターネットの利用者急増と高度化で，現実の要求となっ

てきた。IPによる標準化が，世界中どこからでも，誰でも，

いつでも同じように使えるというグローバル標準の可能性を

示した。残された不自由は端末の接続口。その不自由を取り

払うと期待されているのが，IMT-2000，21世紀始めからのサ

ービス開始を目指した次世代移動通信システムである。これ

の世界統一標準化のために，日本は多大の努力，貢献をして

きた。その結果，日・欧の合意には達したが，米国は基本的

に市場に任せるとの方針であり，米国一国から4つの方式案が

ITU-Rに提案されている。今後も統一化への努力は続けられる

が，自由な競争の結果，生き残ったものが標準となるという

米国流の考え方は容易には変わらないであろう。今後の展開

が気になるところである。

本号では，このIMT-2000初の本格的な実証実験であるNTT

DoCoMo実験仕様に基づいた測定器の記事3本のほか，多様

な分野の通信用計測器が紹介されている。

ところで，お気付きと思うが本号には英語論文が掲載され

ている。この原稿が寄せられたとき，日本語に直してから掲

載すべきではないかと編集会議で議論になった。読者のレベ

ル，科学技術の世界では英語は事実上の標準言語であるなど

を考えてそのままとすることにしたが，読者の皆様のご意見

も伺いたいところである。

グローバル化ときめ細かなローカルサービスの両立は，こ

れからのビジネスには常に付きまとって来る課題である。

（H.T.）
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